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次号予告　　65 巻　1号 ヘッドライン　：　資源探査の化学

　教育改革への対応として，多様な学生を評価できる入学者選抜のあり方を具体化
したアドミッション・ポリシーや，何を教えるかではなく何ができるようになるか
を学生側に立って明確化するディプロマ・ポリシーの策定などが進んでいます。こ
のような背景をふまえて，とくに高校教員への情報提供とするべく，反転授業（ア
クティブ・ラーニング），ITC利用教材，リカレント教育（未履修選択科目との兼
ね合い），化学を学び直す社会人学生についての解説を企画しました。いまどきの
大学での新しい教育方法や多様な学生からのニーズなど，それぞれの立場の著者の
取り組みや意見をご紹介します。

ヘッドラインテーマ：いまどきの大学化学教育

　福島大学は学芸学部（福島市浜田町），経済学部（福島市森合）の 2つのキャン
パスに分散していたため，1979 年に現在の金谷川キャンパスに統合移転しました。
1987 年に行政政策学部を増設，2004 年 10 月には国立大学法人化のなかで共生シス
テム理工学類を創設し，新たな出発をしました。大震災・原発事故直後の 2011 年
4 月には「うつくしまふくしま未来支援センター」，2013 年には「環境放射能研究
所」を設立し，現在も復興に向けて多岐にわたる支援活動及び研究活動を展開して
いる最中です。本建物は共通講義棟の一つで S講義棟と呼ばれ，学生たちが基礎
から応用まで，少人数で様々な講義を受ける学び舎です。

表紙の言葉　福島大学 S講義棟


